
 

 

豊川市立東部小学校 

令和７年７月１５日 

【←七夕飾りより（２年）】 

  
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６月１９日、第１回学校保健委員会を開催しました。昨年度に引き続き、スクールソーシャルワーカ
ーの馬場孝利先生をお招きし、上学年と下学年の２部制で講話を聴きました。「自分も大切！みんなも大
切！」というテーマで、友達とのよりよいかかわり方について学ぶことができました。 

自分も含め、周りにいる人たちもすべて、代わりになれる人はいなく「たった一人の大切な人」であ
ること、自分を大切にするためには自分が元気でいること、そのために自分なりの今日の楽しみ「小さ
なハッピー」をもつこと、人を大切にするするために、自分とちがう子を大切にし、人に優しくするこ
となど、周りの人を大切にしながら接することの大切さを学ぶことができました。その他にも、怒りを
爆発させない方法や、怒りを感じた時の「リフレーミング」という考え方、自分の気持ちや考えを相手
に上手に伝える方法など、優しいかかわり方のスキルも教えていただくことができました。安心感を抱
きながら話を聴いている子どもたちの姿が印象的でした。 

今回のご講話を聴いたことをきっかけにし、東部小の子どもたち全員が自分を大切にし、そして、み
んなも大切にしていきながら学校生活を送ることを期待しています。 

ホームページではカラーできれいにご覧いただけます 

  

「同心協力～協力して自然の大切さを感じて作り上げる最高の思い出～」このスローガンのもと、
子どもたちは１泊２日の活動を通して、自然の魅力を肌で感じるとともに、友達との結びつきが強く
なりました。１日目のプログラムは、カレーライス作りやキャンプファイヤーがメインでした。自分
たちで作ったカレーライスの味は格別でした。ファイヤーでは、ゲームや「マイムマイム」などを楽
しみました。希望者による「光の舞」は、暗闇にオレンジ色の光が映え、感動的な演技でした。２日
目は、森林教室や木工教室、ネイチャーゲームを行いました。森林教室では、原生林と人工林の違い
や、木の種類による手触りの違いなど、多くのことを体験を交えて教えて 

いただきました。 

「スローガンを達成できるようにみんなで協力しました。光の舞やカレ 

ー作りなど、みんなと協力しないと成功しない活動がたくさんありました。 

きららの里で得た『同心協力』の思いを、これからの学校生活で生かした 

いです。」これはＩさんの振り返りの中の一文です。またＩさんは、現地 

の２日目には、右のような思い出スケッチを仕上げました。 

寝食を共にし、一致団結してプログラムに取り組んでいく中で、５年生 

の絆が次第に深まっていく様子が見られました。今後、高学年として６年 

生とともに、学校を引っ張っていってくれそうです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【お知らせ①】 
夏季休業中のお盆期間中において、学校閉校日を実施します。これは、市内全小中学校が閉校日を実施するこ

とで、国や県がすすめる教職員の働き方改革を推進するとともに、消費電力の削減、環境の保全に寄与する目的

です。なお、今年度は、本校で空調工事により停電期間がありますので、同様に閉校日とします。 

ご理解とご協力のほど、よろしくお願いします。 

◆学校閉校日 ８月４日（月）～６日（水）空調工事期間、８月１２日（火）～１５日（金）お盆期間 
◆閉校中の緊急連絡先 豊川市教育委員会学校教育課 ８８－８０３３（８：３０～１７：１５）

【お知らせ②】 
「戦後８０年語り継ぐ豊川海軍工廠～折り鶴に平和の祈りを～」（主催：豊川市教育委員会） 
豊川海軍工廠平和公園・平和交流館において、今夏さまざまな企画やイベントが開催されます。ミニ企画展示

（平和交流館）では、「わたしたちのまちにも戦争があった～豊川海軍工廠を支えた豊川東部地区～」と題し、同

地区の空襲や学校日誌などが展示されます。昨年度、本校６年生が学習で取り組んだ内容や学習発表会の様子も

紹介されます。是非ご覧ください。【期間 7/19～9/28】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

校区にご在住の方とのつながりから、中国との児童交流事業として、７月７日、上海市金瑞学校の
小学生と本校子どもたちの交流会を開催しました。金瑞学校は２０２２年に開校した上海にある私立
学校で、小中高１２年の一貫校です。異文化理解能力の育成に力を入れているそうです。この日は３
～６年生１２名が訪れ、全校歓迎会でお互いの学校の紹介をした後、本校６年生と交流しました。福
笑いなど日本の昔遊びや七夕飾りをみんなで体験しました。ことばがうまく伝わらないときは、英語
やタブレット端末の翻訳機能を使って上手にコミュニケーションをとる姿も見られました。給食を一
緒に食べた後、商工会女性部の方による浴衣の着付け体験もありました。 
今回の交流事業を通して、お互いの国の文化や日常生活を学び、異文化への理解を図るきっかけに

なったと思います。 

笑顔があふれる東部っ子の

みなさんを紹介！(OSA.T) 

ペア交流(１・６年) 

コパンにて水泳 

飼育出前講座(４年) 

加山興業出前講座(５年) 

野菜の収穫(２年) 

給食試食会(PTA) 

授業公開日 

上下水道出前講座(４年) 

バイトルキッズプログラム(６年) 

和装体験～商工会女性部(６年) 

環境出前講座(４年) eye さつ運動(生活委員会) 

ゴーヤ植え(緑化委員会) 


